
女性の視点から考える防災

1 防災対応における現状

○ 防災における男女共同参画は取り組みが進められているところであり、令和２年５月には、内閣府男女
共同参画局が、災害対応にあたって取組むべき事項をまとめたガイドラインを作成。

○ 町でも、自主防災組織や避難所等運営への参画や、授乳室や着替え場所等を設置するなどを、琴浦
町地域防災計画や避難所運営マニュアル等へ盛り込んだところである。

○ 自主防災組織の役員は、部落の役員を充てる組織が多くあるが、女性の役員の割合は低いほか、防災
会議の女性登用率も 30％にとどまっている。

2 課題について

（１）意思決定の場等への参画促進

自主防災組織等の役員、地域防災計画、避難所運営マニュアル等の検討、作成、修正における女性の
参画は十分でなく、多様な意見を反映させることができるよう普及啓発、体制の構築が必要である。

（２）避難所生活環境の改善

チェックシート等を用い、男女のほか、高齢者、乳幼児、妊産婦等に配慮した避難所の設営、運営が求め
られる。

（３）職員の体制と研修

地域防災計画、避難所運営マニュアル等に規定してあるが、実際に従事していただく庁内職員に対して、
平時からの研修が必要である。








